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１．阿蘇場外離着陸場の概略 
 
住所：熊本県阿蘇市大字山田字端辺 1090－1、阿蘇観光牧場（スポーツ公園） 
位置：N33°00′18″、E131°06′11″、標高：2750ft (838m)、 
滑走路方位：08－26、偏差 6°43′W、滑走路：700m×20m、勾配：1％（26 側が低い） 
阿蘇場外フライトサービス：あそじょうがい 130.75Mhz 
練習飛行空域は半径 5NM(9km)、高度 5500ftMSL(2750ftAGL)以下である 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・滑走路両側に沿ってかなり幅が広く深い溝が切ってある。落ちないように注意のこと。 
・暖かくなるとブッシュにはマムシが出没する。むやみにブッシュに入らないこと。 
・水道は建物側に何箇所かあるが、飲用不可。現地には飲用水を持参のこと。 
・滑走路中央南側は少し広くなっている。この部分はロバンの待機場所、または転回 
場所とする。 

 
・観光牧場周りには１周３km のランニングコースが走っている（上図点線）。ランニン 
グ中の人に迷惑とならないように運航する。滑走路端は十分高い高度で通過のこと。 

・目標点標識は滑走路端から内側に 150m 入ったところに設けられている。この標識付 
近に接地するよう、滑走路端は十分高い高度で通過すること。 
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２．飛行禁止区域 
  阿蘇場外周辺の動力機飛行については、過去の経緯もあり、厳しい制限がある。 
・滑走路東側に南北に広がる隣接の木落牧場上空は、許されたベースレグとアプローチ

の経路を除いては飛行禁止。 
・大観峰の谷側はラジコンが飛んでいるので近づかない。 

 
 
・着陸パターンは南側（谷側）のみ 
・R/W26 時のベースレグは木落牧場サイロと手野湧水から上がる T 字路の間にとる。 
・R/W26 時のアプローチは R/W の延長上のみ。北側に入り込んではならない。 
・R/W08 時の離陸・上昇は同じ経路を逆にたどる。 
・R/W08 側のベースレグ、アプローチ経路については制限は無い。 

 

・場周飛行以外の飛行空域は滑走路の中央より西側に取る。滑走路の北側も OK 
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３． 阿蘇場外における飛行練習 
３．１ 阿蘇場外における注意点 

・阿蘇場外では滑走路とその他部分の境目がはっきりしない。広いところに 
出る場合は、対空警戒をしっかり行うこと。See and Avoid. 

 ・ 滑走路、またはその周辺にゴミを落とさない。落ちていたら拾う。 
 ・ 待機はピスト周辺。滑走路のなるべく端にいること。 
 ・ ブッシュには立ち入らないようにする。 
 ・ むやみに滑走路に出ない。滑走路に出る場合は対空警戒をしっかり行う。 
 ・ 必要のあるときは車で滑走路の端を走行する。 
 ・ 人手の要る作業は積極的に手伝う。 

・ 見物人などには親切に対応する。見物は原則、道路監視と同じ場所かまたは 
ピストで行ってもらい、それ以外の場所は避ける。 

 ・ 飛んでいる機体、鳥、雲、風を良く観察する。 
 ・ 役割分担： 
  運航管理/航空情報、ピスト、セーフティ P、機体、機材、道路監視 

庶務/会計、気象情報、無線、教育 
 
３．２ 一日の流れ 
  地上作業があるので、原則 1 日単位の参加とする。 
  9：00      格納庫前集合、準備作業打合せ 
  9：00～  ロバン準備・機体点検、ピスト・道路監視設置 
  9：30 頃  朝ミーティング（ピストにて）、保険記入・参加費徴収 
  10：00 頃  飛行開始 
   お昼  昼食、昼休み 
  5：00 頃  飛行終了、ピストの撤収 
  5：00～  撤収作業（機体清掃、機材片付けなど） 
  6：00 頃  夕ミーティング、解散 

 
３．３ 運航サイクル 
 ・ 搭乗順はピストのホワイトボードに記入される。 
 ・ 搭乗順が来るまでは、ピストにて待機、ピスト作業を手伝う。 
 ・搭乗順が来たら、機外点検を簡単に行い、搭乗する。 
 ・ 搭乗が終わったら、セーフティ P からコメントをもらう。 
   ・次の搭乗者と交代し、ピストに戻る。 
      以上を繰り返す。 
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４． 飛行準備：ロバンが出発地点に戻り、エンジン停止後速やかに行なう 
 

４．１ 飛行機に関する注意 
 ・ プロペラに近づかない[プロペラは飛行場内で一番の凶器]。 
 ・ 飛行機に前方から近づいたり、前を横切ったりしてはならない。 
 ・ 用事がある時は、飛行機が停止した後、うしろから接近する。 
 ・ 物（帽子など）が風などでプロペラに向かって飛ばされても、 
    取りに行こうとしてはならない。 
 ・ 飛行機の前方視界は思ったより悪い。タキシングで自分に近づいてきたら 
    適切な距離を保って避けること。 

 
４．２ 搭乗要領 

 ・ 前の搭乗者が降りる間に機外点検を簡単に行う。 
 
・ コックピットにおける出発前チェック 
 乗り込む前に機内に異物（ボールペンなど）が落ちて無いか、確認する。 
 座席、クッションの調整をしてコックピットに乗り込む。 
 セーフティ P 及び後席に準備は良いかどうか確認し、OK なら、 
 チェックリストにより出発前の点検、エンジン始動を行う。 
  
 機外点検、機内点検、飛行方法、緊急時処置も含めた詳細チェックリストが 
 当クラブホームページ： 
 http://mgc.blue.coocan.jp/ 
 の「ロバンに関する情報」に用意してある。計器パネル写真他もある。 
 
 離陸準備がすべて終了した後、 
   ⇒「阿蘇場外、4319、Ready. 」 
 
   以下、６．の無線通信手順参照 

 
 
 
 
 
 
 

http://mgc.blue.coocan.jp/
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５．トラフィックパターンと操作 
 

西風時： 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

②FULL PWR 
①フラップ１段 
 

③VY=81kt 
②V2=70kt 
①VR=53kt 
 (100 km/h) 

600ft 

(L/D ライト OFF) 
③燃料圧   C’K 
②燃料ポンプ OFF 
①フラップ    UP 

3,600ft 
(800AGL) 

Level off 
PWR Reduced 
V=150km/h 

Radio Call 
安全ベルト  C’K 
ミクスチャ Full Rich 
キャブヒート  HOT 
燃料ポンプ  ON 

PWR Reduced 
     1,800RPM 
フラップ  １段 
トリム    SET 
L/D ライト ON 

3,600ft 
V=81kt 
(150km/h) 

２６ 

3,300ft 
(500AGL) 

45° 

④トリム     SET 
③V = 62kt (115km/h) 
②フラップ  ２段 
①キャブヒート COLD 
 

1km 

3,200ft 
(400AGL) 

①Level off 
②PWR Reduced 
③V=81kt(150km/h) 

Radio Call 
安全ベルト   C’K 

①ミクスチャ Full Rich 
②キャブヒート  HOT 
③燃料ポンプ  ON 

①PWR Reduced 
     1,800RPM 
②フラップ  １段 
③トリム    SET 
(L/D ライト ON) 



 - 6 - 

 
 東風時： 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

FULL PWR 
フラップ １段 
 

VY=150km/
h 
V2=130km/

 

 

(L/D ライト OFF) 
燃料圧   C’K 
燃料ポンプ OFF 
フラップ   UP 

1,000ft 

Radio Call 
安全ベルト   C’K 
ミクスチャ Full Rich 
キャブヒート  HOT 
燃料ポンプ  ON 

PWR Reduced 
     1,800RPM 
フラップ  １段 
トリム    SET 
L/D ライト ON 

3,600ft 
V=81kt 
(150km/h) 

０８ 

700ft 

45° 

1km 

3,200ft 
(400AGL) 

3,600ft 
(800AGL) 

3,300ft 
(500AGL) 

②FULL PWR 
①フラップ１段 
 

③VY=81kt 
②V2=70kt 
①VR=53kt 
(100km/h) 

(L/D ライト OFF) 
③燃料圧   C’K 
②燃料ポンプ OFF 
①フラップ    UP 

①Level off 
②PWR Reduced 
③V=81kt (150km/h) 

Radio Call 
安全ベルト   C’K 

①ミクスチャ Full Rich 
②キャブヒート  HOT 
③燃料ポンプ  ON 

①PWR Reduced 
     1,800RPM 
②フラップ  １段 
③トリム    SET 
(L/D ライト ON) ④トリム     SET 

③V = 62kt (115km/h) 
②フラップ  ２段 
①キャブヒート COLD 
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６．無線通信手順（無線の使用は必要最小限とする。） 
無線機の配置： ①ロバン：VHF（備付）、デジタル無線（以後デジタル） 

②ピスト：VHF（F/S）、VHF 予備、デジタル 
③道路監視：VHF モニター、デジタル 

送信の基本：ロバンは VHF で、ピストは VHF 又はデジタルで、他はデジタルで、 
 

 〇ロバンを滑走路に出すとき、VHF にて 
 ⇒「阿蘇場外、JA4319、taxi to runway 26 / 08」 

 
 〇発航時無線（重要） 
① 出発準備が出来たら、ロバンは VHF にて、 

       ⇒「阿蘇場外、4319、ready. 」 
② これを聞いて、道路監視は道路のクリアを確認し、デジタルにて、 

⇒「阿蘇場外、横断道路 clear. 」 
③ ピストは出発に支障ないことを確認して、VHF にて 

⇒「4319, 阿蘇場外、runway 26 / 08 is clear. 」 
④  ロバンはパワー入れ、離陸を開始する。 

 
 〇場周報告（ダウンウインドコール） 
 IP にてアナウンスする。 
  ⇒「阿蘇場外、4319、join left downwind runway 26 full stop. 」 

これを聞いて、道路監視は道路のクリアを確認し、デジタルにて、 
⇒「阿蘇場外、横断道路 clear 」 

 ピストは風向風速と、ランウェイクリアを確認し、 
 ⇒「4319、阿蘇場外、wind 270°5 knot、runway is clear. 」 
 
 〇ただちにランウェイクリアが確認出来なかった場合： 

⇒「4319、阿蘇場外、continue approach. 」 
 ⇒「4319、阿蘇場外、make circle on downwind until further advice. 」 
 ⇒「4319、阿蘇場外、make 360 before base. 」 

等々を発出する。 
 
 ランウェイがクリアとなったら、 

 ⇒「4319、阿蘇場外、wind 270°5 knot、runway is clear. 」 
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７．道路監視要領 

 

道路監視はVHFモニターとデジタル、赤旗、白旗を持って道路監視する。「ready」
がかかるまでは、道路脇にて白旗を掲げて、車、人を通す。ピストへの報告は必要無

い。赤旗は持っていると紛らわしいので、地面またはイスの上に置いておく。 

 

「ready」がかかったら、道路監視は道路のクリアを確認し、デジタルにて、 
⇒「阿蘇場外、横断道路 clear. 」 

と応答し、道路の真ん中にて赤旗を掲げて、車、人には発航が完了（道路上空を通過 

し、概ね100m上昇するまで、）するまで待ってもらう。 

 

「ready」がかかった後は、車、人は絶対に滑走路に進入させてはならない。必要に応

じて赤旗を振りながら車、人などにかけつけ、滑走路への進入を阻止する。 

どうしても指示に従わず、滑走路に進入した場合は、「道路監視、赤、発航中止」と

無線を入れ、発航を中止させる。 

 

機体着陸時（ダウンウインドコールがあった後）にもデジタルで応答し、道路の真ん 

中にて赤旗を掲げて、車、人を止める。機体が着陸完了または道路を通過した後は通 

ってもらってかまわない。 

 

  ＊＊ 一般の人に不快な感じを与えないよう、言葉使いや態度に十分注意を払う。 

 
 
    飛行十訓 
 

１．心身を健康に保て、心乱るれば操縦又乱る 
２．細心周密に計画をたてよ、無計画な飛行は時間と経費の浪費である 
３．飛行前の点検は自ら行え、急ぐとき程念を入れて手を抜くな 
４．飛行規則規律手順を良く守れ、空の道は厳しく破戒の報いは重い 
５．己の技術を直視して見栄をはるな、技量の過信は事故の基である 
６．見張りを厳守してよく気を配れ、早期に発見して機先を制せよ 
７．天候には常に注意を払え、判断を適切にすれば天候も亦味方である 
８．着陸と雖も気を抜くな、飛行機は生きており常に隙をうかがっている 
９．飛行後の研究を怠るな、研究は進歩の推力である 
10．他人の経験には耳を傾けよ、そして活用せよ経験は進歩の道標である 
 






